
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年10月28日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 イワブチ株式会社 上場取引所 大 
コード番号 5983 URL http://www.iwabuchi.co.jp
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 加藤 克明
問合せ先責任者 （役職名） 常務取締役経理部長 （氏名） 池谷 謙一 TEL 047-368-2222（代）
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 平成22年12月6日
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,582 12.6 598 137.1 601 231.5 237 119.3
22年3月期第2四半期 4,957 0.8 252 △3.3 181 △38.2 108 △33.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 21.59 ―
22年3月期第2四半期 9.78 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 18,475 13,053 70.7 1,187.70
22年3月期 17,235 12,951 75.1 1,178.35

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  13,053百万円 22年3月期  12,951百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
23年3月期 ― 10.00
23年3月期 

（予想）
― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,559 △3.2 849 △23.4 875 △13.4 513 23.6 46.68



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基
づいており、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、（添付資料）3ページ「(3) 連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 1社 （社名 イワブチ化成株式会社 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 11,000,000株 22年3月期  11,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  9,588株 22年3月期  8,613株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 10,990,865株 22年3月期2Q  11,065,111株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、好調な新興国需要、エコカー補助金や家電エコポイントな

どの消費刺激効果による国内需要の回復により改善を続けておりますが、エコカー補助金の終了、欧州不安の再

燃、円高や株安という不安要因もあり、改善が一時的に弱まる見通しも出ております。 

 このような経済状況の中、当社グループの大口需要家である東京電力では、販売電力量が持ち直し傾向にあるこ

とや、柏崎刈羽原子力発電所の6号、7号機につづき1号機も商用運転が再開されるなど好材料があり、当社グルー

プが関係する配電線路関連においては、緩やかながら回復傾向になっております。 

 情報通信関連においては、ＮＴＴでは次世代ネットワーク（ＮＧＮ）への投資を優先していることにより、当社

グループが関係する通信線路への投資が抑えられ厳しい状況が続いております。 

 一方、２０１１年の地上デジタル化への全面移行に向けた設備工事および地域格差是正に向けた地域情報通信基

盤整備事業が本格化しており、これらの需要に対応すべく中国の子会社 海陽イワブチを積極的に活用しつつ、更

なる新製品の投入、労働集約型製品の生産移管を進め、中国市場や他分野の参入についても検討を進めておりま

す。 

 また、営業面においては、顧客への積極的な提案による新製品の発掘、きめ細かなサービスの充実を図るなど、

営業力強化を行っております。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は55億8千2百万円と前年同期に比べ6億2千5百万円、12.6％の

増収となりました。また、経常利益は6億1百万円と前年同期に比べ4億2千万円、231.5％の増益となりましたが、

四半期純利益は保有する投資有価証券の株価下落による評価損を計上したことから、2億3千7百万円と前年同期に

比べ1億2千9百万円、119.3％の増益にとどまりました。 

  

需要分野別の業績は、次のとおりであります。 

① 交通信号・標識・学校体育施設関連 

 交通信号・標識関連については、全国的に工事発注が遅れており、低調に推移しました。一方、学校体育施

設関連については、防球ネット工事、照明工事等が活発に行われ好調に推移しました。その結果、売上高は4

億9千6百万円と前年同期に比べ4千5百万円、8.3％の減収となりました。 

  

② ブロードバンド・防災無線関連 

 ブロードバンド関連については、2011年の地上デジタル化への全面移行に向けた設備工事および地域情報通

信基盤整備事業が全国的に本格化しており、好調に推移しました。また、防災無線関連についても堅調に推移

しました。その結果、売上高は17億2千1百万円と前年同期に比べ7億6千5百万円、80.1％の増収となりまし

た。 

  

③ 情報通信・電話関連 

 情報通信・電話関連については、老朽化したコンクリート柱の更改工事は計画的に実施され、堅調に推移し

ましたが、道路整備工事の見直しおよび延期などがあり、電柱移設工事は減少しました。その結果、売上高は

10億8千6百万円と前年同期に比べ2千5百万円、2.3％の減収となりました。 

  

④ 配電線路関連 

 配電線路関連については、大口需要家である東京電力では、抑制基調にあった設備の更新や安全対策などの

工事は回復傾向にありますが、新規住宅への供給工事、道路整備工事に伴う電柱移設工事は低調に推移しまし

た。その結果、売上高は15億4千4百万円とほぼ前年同期並となりました。 

  

⑤ その他 

 民間設備投資は一部持ち直しの動きもありますが、公共設備投資は減少傾向にあり、低調に推移しました。

その結果、売上高は7億3千3百万円と前年同期に比べ7千9百万円、9.8％の減収となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12億3千9百万円増加し、184億7千5百万

円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。 

  

（資産の部） 

 流動資産は、前連結会計年度末に比べ14億3千4百万円増加し、111億7千9百万円となりました。 

 これは、主に現金及び預金が11億5千8百万円、商品及び製品が1億7千3百万円増加したことによるもので

す。 

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ1億9千4百万円減少し、72億9千5百万円となりました。 

 これは、主に有形固定資産が1億1千3百万円及び投資有価証券が7千7百万円減少したことによるもので

す。 

  

（負債の部） 

 負債は、前連結会計年度末に比べ11億3千8百万円増加し、54億2千1百万円となりました。 

 これは、主に借入金が7億円、支払手形及び買掛金が3億8千3百万円増加したことによるものです。 

  

（純資産の部） 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ1億1百万円増加し、130億5千3百万円となりました。 

 これは、主に利益剰余金が1億2千7百万円増加したことによるものです。 

  

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、前連結会計年度末より11億

5千8百万円増加し、30億4千6百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりでありま

す。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、7億2千5百万円のプラス（前第２四半期連結累計期間は3億7千3百

万円のプラス）となりました。 

 これは、主に税金等調整前四半期純利益の計上5億1千5百万円及び仕入債務の増加4億2千万円による資金

の増加と、法人税等の支払い2億9千2百万円による資金の減少によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、1億5千3百万円のマイナス（前第２四半期連結累計期間は7億8千

万円のマイナス）となりました。 

 これは、主に有形固定資産の取得による支出1億1千3百万円による資金の減少によるものです。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、5億7千8百万円のプラス（前第２四半期連結累計期間は4億3百万

円のマイナス）となりました。 

 これは、主に長期借入金の借入8億2千万円による資金の増加と、長期借入金の返済1億2千万円及び配当金

の支払い1億9百万円による資金の減少によるものです。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月17日に公表しました「平成22年３月期決算短信」にお

ける業績予想に変更はありません。 

  



（１）当四半期中における重要な子会社の異動 

 当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であったイワブチ化成株式会社は、当社を存続会社とする吸

収合併により、連結の範囲から除外しております。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（簡便な会計処理） 

固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定しております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理） 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（会計処理基準に関する事項の変更）  

①資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を

適用しております。これによる損益に与える影響はありません。  

  

②企業結合に関する会計基準等の適用 

 当第２四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26

日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に

係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」

（企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年

12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。  

  

（連結の範囲に関する事項の変更）  

①連結の範囲の変更  

 当第２四半期連結会計期間において、連結子会社であったイワブチ化成株式会社は、当社を存続会社とする

吸収合併により、連結の範囲から除外しております。 

  

②変更後の連結子会社の数 

 １社 

  

（表示方法の変更） 

四半期連結損益計算書 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,046,132 3,887,977

受取手形及び売掛金 3,707,976 3,787,967

商品及び製品 1,818,812 1,645,012

仕掛品 152,880 113,418

原材料及び貯蔵品 257,466 200,168

その他 307,955 226,708

貸倒引当金 △111,266 △115,516

流動資産合計 11,179,957 9,745,736

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,060,799 2,144,034

土地 2,865,320 2,844,426

その他（純額） 827,175 878,680

有形固定資産合計 5,753,295 5,867,141

無形固定資産 106,198 114,119

投資その他の資産   

投資有価証券 992,266 1,069,838

その他 571,816 559,143

貸倒引当金 △128,303 △120,550

投資その他の資産合計 1,435,779 1,508,432

固定資産合計 7,295,272 7,489,693

資産合計 18,475,230 17,235,429



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,911,471 1,527,522

短期借入金 358,000 240,000

未払法人税等 292,788 309,371

賞与引当金 253,370 221,472

その他 305,335 264,326

流動負債合計 3,120,965 2,562,692

固定負債   

長期借入金 1,302,000 720,000

退職給付引当金 486,844 476,072

役員退職慰労引当金 322,515 323,635

その他 189,616 201,319

固定負債合計 2,300,977 1,721,028

負債合計 5,421,942 4,283,721

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,496,950 1,496,950

資本剰余金 1,210,656 1,210,656

利益剰余金 10,318,003 10,190,732

自己株式 △2,041 △1,613

株主資本合計 13,023,569 12,896,725

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 86,487 76,616

為替換算調整勘定 △56,768 △21,633

評価・換算差額等合計 29,718 54,982

純資産合計 13,053,287 12,951,708

負債純資産合計 18,475,230 17,235,429



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 4,957,348 5,582,454

売上原価 3,510,192 3,766,808

売上総利益 1,447,156 1,815,645

販売費及び一般管理費 1,194,684 1,216,978

営業利益 252,471 598,667

営業外収益   

受取利息 5,697 2,602

受取配当金 16,662 17,776

受取賃貸料 9,302 9,227

持分法による投資利益 － 8,228

その他 3,520 4,436

営業外収益合計 35,183 42,271

営業外費用   

支払利息 11,085 8,020

持分法による投資損失 883 －

為替差損 14,528 10,016

貸倒引当金繰入額 78,750 21,250

その他 895 22

営業外費用合計 106,142 39,310

経常利益 181,512 601,628

特別利益   

前期損益修正益 12,828 －

固定資産売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 － 17,747

特別利益合計 12,833 17,747

特別損失   

固定資産除売却損 2,702 1,076

投資有価証券評価損 7,587 103,220

特別損失合計 10,290 104,296

税金等調整前四半期純利益 184,055 515,080

法人税等 75,850 277,823

少数株主損益調整前四半期純利益 － 237,256

少数株主利益 － －

四半期純利益 108,205 237,256



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 184,055 515,080

減価償却費 184,353 213,387

引当金の増減額（△は減少） 127,078 45,237

受取利息及び受取配当金 △22,360 △20,378

支払利息 11,085 8,020

持分法による投資損益（△は益） 883 △8,228

投資有価証券評価損益（△は益） － 103,220

売上債権の増減額（△は増加） 379,926 75,043

たな卸資産の増減額（△は増加） △184,862 △281,064

仕入債務の増減額（△は減少） △42,093 420,553

未払消費税等の増減額（△は減少） △45,627 △2,773

その他 19,592 △61,651

小計 612,032 1,006,445

利息及び配当金の受取額 22,337 20,428

利息の支払額 △9,660 △8,842

法人税等の支払額 △251,522 △292,952

営業活動によるキャッシュ・フロー 373,187 725,078

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △2,200,000 △2,000,000

定期預金の払戻による収入 1,950,000 2,000,000

有形固定資産の取得による支出 △423,819 △113,688

有形固定資産の売却による収入 132 198

無形固定資産の取得による支出 △4,143 △803

投資有価証券の取得による支出 △1,035 △846

貸付けによる支出 △105,000 △38,500

貸付金の回収による収入 222 6,908

その他 3,618 △6,791

投資活動によるキャッシュ・フロー △780,024 △153,522

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 － 820,000

長期借入金の返済による支出 △211,000 △120,000

自己株式の取得による支出 △79,535 △428

配当金の支払額 △110,676 △109,354

その他 △2,377 △11,703

財務活動によるキャッシュ・フロー △403,590 578,514

現金及び現金同等物に係る換算差額 14,944 8,084

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △795,482 1,158,154

現金及び現金同等物の期首残高 2,412,936 1,887,977

連結子会社の会計期間変更に伴う現金及び現金同等
物の増減額（△は減少）

△27,847 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,589,606 3,046,132



 該当事項はありません。  

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

 当社グループは架線及び機器用の支持部品である電気架線金物及びその付随製商品の製造、仕入、販売を営ん

でおり、その事業が単一セグメントであるため、記載を省略しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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